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1 年生 研究室体験プログラム 

申込期間 9 月 22 日(木)〜10 月 2 日(日） 

 
 

 春学期もおわり、大学生としての生活にも慣れてきたことと思います。入学時の生物科
学科における学習や研究への意欲を維持し、さらに生命科学の様々な分野の学習や研究に
興味を持つことを目的として 1年生研究室体験プログラムを実施します。希望する人は下
記の注意事項をよく読み応募してください。 
 
（体験内容） 
・1年生が研究室において 4~5 回程度の生物科学に関する基礎的な実験を体験します。 
・プログラムを提供する研究室でのみの実施です。生物科学科の全ての研究室で行われる
ものではありません（裏面参照）。 
・生物科学科の 1年生で意欲があれば誰でも参加できます。 
 
（実施方法・注意事項） 
・講義に大きな支障のない時間帯（5限以降などを活用）を利用して活動します。 
・所属コースなどの縛りは設けません。希望コースや研究室以外でも体験可能です。 
・成績評価やコース分け・研究室配属には関係しません。 
・プログラムを提供する教員の研究室・実験室で実施します。 
・原則として全ての回に出席可能な学生を参加対象とします。 
・定員をオーバーした場合には抽選などにより調整する場合があります。 
 
（申込み方法） 
・Google に岡山理科大学のアカウント（メールアドレス）でログイン後、下のQRコー
ドを読み取りフォームから申し込んで下さい。 
・申込み受付期間終了後、実施教員からメールで集合場所や日時などの連絡があります。 

申込みフォームQRコード 



教員名（教員所属） 受入学生数 実験題目 内容 開催時期 回数 実施場所

池田正五・河野真二（BS） 2~3名 分子生物学の基礎実験と様々な細胞
の顕微鏡観察

DNA のアガロースゲル電気泳動やPCR など の分子生物学の基礎実験と、研究
対象として扱う大腸菌や分裂酵母、ヒト培養細胞などを 光学顕微鏡で観察する
実験を実施する。これらの実験を通して研究に対する興味を引き出す。

10月に実施、毎週月曜日 計4回 A1号館8階研究室

長田洋輔（BS) 2~3名 哺乳類細胞の培養と観察
マウス筋芽細胞の培養を行い、クリーンベンチでの作業を含めた細胞培養の基
本操作を体験する。また、アクチンやミオシンなどを免疫蛍光染色法によって
検出し、細胞分化と遺伝子発現の関係について理解を深める。

10～12月に実施
（曜日は相談） 計5回 A4号館3階研究室

猪口雅彦（BS） 5名程度 植物組織培養の体験

iPS細胞がノーベル賞を受賞したのは、哺乳動物細胞では「再分化」が非常に
難しいからです。ところが、植物細胞はかなり柔軟に再分化でき、植物個体か
ら採った細胞「体細胞」を受精卵のような状態に戻して、再び個体発生を行う
「不定胚」という現象が広く知られています。ニンジンの細胞を培養して不定
胚が形成される過程を観察します。

10月～12月に実施
曜日・時限は相談 計5回程度 A1号館7階研究室

三井亮司・矢野嵩典（生物生産） 2~3名 乳酸菌の培養と観察

身近な微生物（乳酸菌）を用いて微生物を取り扱う基本操作（培地作製、滅菌
操作、クリーンベンチでの作業）を体験する。また、顕微鏡を用いた形態観察
や生育による評価試験を体験する。乳酸菌の生育に適した培地の組成について
理解し、培地を作製する（第1回）。作製した培地を用いて乳酸菌を植菌し、
純粋培養を行う（第2回）。培養で得られた乳酸菌の形態観察を行う。また、
乳酸菌の耐塩性試験を開始する（第3回）。耐塩性試験の結果を確認し、乳酸
菌株の性質の違いを評価する（第4回）。

11月に実施、毎週木曜日 計4回 A1号館7階研究室

濱田隆宏（生物生産） 8名 「百聞は一見にしかず（植物の動き
をみる）」

植物の芽生えは、その全体を常に大きく旋回させ、光や重力を感知すると刺激
の方向へと曲がる。花は気温や光を感じて開閉し、葉は小刻みに上下する。そ
して１日の終わりに葉は閉じる。植物は朝に目覚め、昼は踊り、夜に眠るので
ある。植物の栽培や育種を学ぶための事前学習として、自分の手で植物を育て
観察することは大切である。そこで好きな植物を植え、多様な環境を生み出せ
る研究機器を用いた長時間のタイムラプス観察を行う。

10月に実施、毎週水曜日 計4回 A1号館7階研究室

石原浩二（コスメ・食品） 1～2名 パン酵母の固定化とアルコール発酵

　パン酵母の液体培養，パン酵母の固定化，そして，固定化酵母を用いたアル
コール発酵という一連の実験を行う。これら実験を通して，微生物取り扱いの
基礎や食品製造技術の一つである固定化操作を体験し，さらに，固定化酵母に
よるブドウ糖からのアルコール発酵も実際に体験する．

11月末（秋２期）から毎週水
曜日もしくは金曜日（要相談） 計４回 A1号館6階　石原研究室

山口悟（コスメ・食品） 1~2名 味覚変換タンパク質(ミラクリン)の精
製と確認

ミラクルフルーツに含まれるミラクリンの精製を行う。この実験を通じて一般
的な生化学、タンパク質科学に関する基本的な手技を体験する。最終的に自分
達が精製したミラクリンが酸味を甘味に変換するかどうかを官能検査で確認す
る。

10月に実施、毎週月曜日　 計4回 B2号館3階研究室

松浦宏治（医用生物学） 2~3名 細胞観察デバイスの作製

細胞を観察したり操作するためのデバイスやスタンプを作製する。具体的には
シリコーンエラストマーの熱硬化成形、3Dプロッタを用いた樹脂切削、3Dプ
リンターを用いたポリ乳酸のモデリングのうち１つあるいは複数を行う。将
来、自分の研究を行うための実験系を開発する技能を養う。

10月に実施、毎週火曜日 計4回 C9号館3階研究室


